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１９６８年




第99回那覇市議会会議録




＝臨時会＝









１９６８年２月７日　　１日間































那覇市議会





会議録目次

○　招集告示

○　会期及び日程

○　上程案件

（議案第１号　那覇市事務分掌条例の一部を改正する条例制定について）

（議案第２号　財産の取得について）

（議案第３号　土地売買契約について）

（議案第４号　土地売買契約について）

（議案第５号　議決内容の一部変更について）

（議案第６号　議決内容の一部変更について）

（報告第１号　専決処分の報告について）

○　上程案件処理結果

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




２月７日（招集日）

○　出欠議員氏名

○　説明員

○　事務局出席者

○　議事日程

○　会議に付した事件

○　開会・開議

○　諸般の報告

○　会議録署名議員の指名

○　今期の決定

○　議案上程・提案理由説明

総務部長（第１号議案　那覇市事務分掌条例の一部を改正する条例制定について）

建設部長（第２号議案　財産の取得について）

（第３号議案　土地売買契約について）

（第４号議案　土地売買契約について）

（第５号議案　議決内容の一部変更について）

（第６号議案　議決内容の一部変更について）

総務部長（報告第１号　専決処分について）

○　緊急質問の動議

儀間真祥議員（井戸の渇水対策について）

○　議案上程・質疑・表決

（第１号議案　那覇市事務分掌条例の一部を改正する条例制定について）

○　質疑

又吉久正議員

総務部長

黒潮　隆議員

総務部長

○　表決

（第２号議案　財産の取得について）

（第３号議案　土地売買契約について）

（第４号議案　土地売買契約について）

○　質疑

儀間真祥議員

建設部長

金城吾郎議員

建設部長

黒潮隆議員

建設部長

第二助役

○　表決

（第５号議案　議決内容の一部変更について）

○　質疑

金城吾郎議員

建設部長

金城庄瑞議員

建設部長

久高友敏議員

建設部長

○　表決

（第６号議案　議決内容の一部変更について）

○　表決

○　那覇市選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙

○　結果

○　閉会








那覇市告示第１０号

１９６８年２月３日




　第９９回那覇市議会（臨時会）を次のとおり招集する。













那覇市長　　西銘順治













１　日時　　　　１９６８年２月７日（水）午前１０時

２　場所　　　　那覇市議会議場

３　付議事件

(1)　那覇市事務分掌条例の一部を改正する条例制定について

(2)　財産の取得について

(3)　土地売買契約について

(4)　土地売買契約について

(5)　議決内容の一部変更について

(6)　議決内容の一部変更について

(7)　専決処分の報告について

(8)　那覇市選挙管理委員会委員および同補充員の選挙







第９９回那覇市議会臨時会会期日程計画




１９６８年２月７日　　　　　１日間









	月

	日

	曜

	種別

	日程

	備考




	2

	7

	水

	本会議

	議案上程、説明聴取、質疑、討論、表決

	

















第99回那覇市議会会議録







臨時会







上程案件







議案第１号




那覇市事務分掌条例の一部を改正する条例制定について




　那覇市事務分掌条例の一部を改正する条例を別紙のように制定する。







１９６８年２月７日提出

那覇市長　　西銘順治



















（提案理由）

　安謝地先公有水面埋立事業と併行して那覇新港（仮称）を同埋立地に建設することが決定され、本条例の一部を改正し土木部の分掌事項として規定する必要があるので、この案を提出する。







那覇市事務分掌条例の一部を改正する条例




　那覇市事務分掌条例（１９６６年那覇市条例第１３号）の一部を次のように改正する。

　第２条土木部中第２号の次に次の１号を加える。

(3)　港湾の建設に関すること。




付則

　この条例は、公布の日から施行する。






議案第２号

財産の取得について

　次のとおり土地を取得する。




１９６８年２月７日提出




那覇市長　　西銘順治







１　取得の目的　　　　　公営住宅建設用地

２　土地の表示　　　　　那覇市首里石嶺町４丁目３３８番の１ほか

１筆（別紙のとおり）

３　取得地積　　　　　　５，４５１．６０平方メートル（１，６５２坪）

４　取得金額　　　　　　＄５４，５１６ドル

５　取得先　　　　　　　那覇市字大道３５番地の２

岸本波留子ほか１人（別紙のとおり）




（提案理由）

　この土地は、公営住宅建設用地として取得する必要があるので、この案を提出する。







取得用地の内訳
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首里石嶺町四丁目
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議案第３号




土地売買契約について




　次のとおり土地売買契約を締結する。







１９６８年２月７日提出




那覇市長　　西銘順治













１　契約の目的　　　　　公営住宅建設用地の取得

２　土地の表示　　　　　那覇市首里石嶺町４丁目３３８番の１

畑

３　取得地積　　　　　　３，３００平方メートル（１，０００坪）

４　契約金額　　　　　　＄３３，０００ドル

５　契約の相手方　　　　那覇市字大道３５番地の２

岸本　波留子

６　契約の方法　　　　　随意契約
















（提案理由）

　この土地は、公営住宅用地として取得する必要があるので、この案を提出する。




首里石嶺町４丁目
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（参考資料）

土地売買仮契約書




　那覇市石嶺公営住宅建設に伴う住宅用地の売買について那覇市（以下「甲」という。）と那覇市字大道３５番地の２岸本波留子（以下「乙」という。）との間に次のとおり契約を締結する。

第１条　乙は、その所有する末尾記載の土地（以下「この土地」という。）を甲に売り渡し、甲はこれを買い受けるものとする。

第２条　この土地の売買代金は３３，０００ドルとする。

第３条　甲は、前条の売買代金のうち１５，０００ドルを第８条により乙が甲にこの土地の所有権移転登記等の手続きに必要な書類を交付した後、乙の提出する請求書に基づき遅滞なく支払うものとする。

２　甲は、前条の売買代金のうち残金１８，０００ドルを次条により甲が乙からこの土地を引渡しを受けた後、乙の提出する請求書に基づき遅滞なく支払うものとする。

第４条　乙は、この土地を１９６８年２月２７日までに甲に引き渡すものとする。

第５条　乙は、この土地に先取特権、質権、抵当権等の担保物件が設定されているときは、これらの権利を引渡しの日の前日までに消滅させるものとする。

第６条　乙は、この契約締結後、この土地を第三者に譲渡しまたはこの土地について所有権以外の権利を設定し、物件を設置しおよび甲の同意なくして形質を変更してはならない。

第７条　乙は、この土地の売渡しについて第三者から異議の申立て等があつたときは、引渡しの日の前日までに責任をもつて解決するものとし、甲に損害を与えたときは、その責を負うものとする。

第８条　乙は、この契約締結後ただちにこの土地の所有権移転登記等の手続きに必要な書類を甲に交付するものとする。

第９条　この土地に対する公租公課は、引渡しの日の前日までの原因によるものは、乙の負担とする。

第１０条　乙の債務不履行により甲がこの契約を解除したときは、乙はすでに受領した金額に受領の日から返還の日まで１日１ドルにつき１００分の４セントの利息を加算し、ただちに甲に返還するものとする。

第１１条　この仮契約は、後日議会の議決を得たときに有効とし、この仮契約をもつて本契約とする。

この契約を証するため本書２通を作成し、双方が記名押印して各自がその１通を所持する。




１９６８年１月２６日




甲　　那覇市

代表者市長　　西銘順治




乙　　那覇市字大道３５番地の２

岸本波留子




土地の表示
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議案第４号




土地売買契約について




　次のとおり土地売買契約を締結する。




１９６８年２月７日提出




那覇市長　　西銘順治
















１　契約の目的　　　　　公営住宅建設用地の取得

２　土地の表示　　　　　那覇市首里石嶺町４丁目３３８番の２

畑

３　取得地積　　　　　　２，１５１．６０平方メートル（６５２坪）

４　契約金額　　　　　　＄２１，５１６ドル

５　契約の相手方　　　　那覇市牧志町１丁目２８０番地

荒垣スミエ

６　契約の方法　　　　　随意契約







（提案理由）

　この土地は、公営住宅用地として取得する必要があるので、この案を提出する。




首里石嶺町四丁目
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（参考資料）

土地売買仮契約書

　那覇市石嶺公営住宅建設に伴う住宅用地の売買について那覇市（以下「甲」という。）と那覇市牧志町１丁目２８０番地荒垣スミエ（以下「乙」という。）との間に次のとおり契約を締結する。

第１条　乙は、その所有する末尾記載の土地（以下「この土地」という。）を甲に売り渡し、甲はこれを買い受けるものとする。

第２条　この土地の売買代金は２１，５１６ドルとする。

第３条　甲は、前条の売買代金のうち１０，０００ドルを第８条により乙が甲にこの土地の所有権移転登記等の手続きに必要な書類を交付した後、乙の提出する請求書に基づき遅滞なく支払うものとする。

２　甲は、前条の売買代金のうち残金１１，５１６ドルを次条により甲が乙からこの土地の引渡しを受けた後、乙の提出する請求書に基づき遅滞なく支払うものとする。

第４条　乙は、この土地を１９６８年２月２７日までに甲に引き渡すものとする。

第５条　乙は、この土地に先取特権、質権、抵当権等の担保物件が設定されているときは、これらの権利を引渡しの日の前日までに消滅させるものとする。

第６条　乙は、この契約締結後、この土地を第三者に譲渡しまたはこの土地について所有権以外の権利を設定し、物件を設置しおよび甲の同意なくして形質を変更してはならない。

第７条　乙は、この土地の売渡しについて第三者から異議の申立て等があつたときは、引渡しの日の前日までに責任をもつて解決するものとし、甲に損害を与えたときは、その責を負うものとする。

第８条　乙は。この契約締結後ただちにこの土地の所有権移転登記等の手続きに必要な書類を甲に交付するものとする。

第９条　この土地に対する公租公課は、引渡しの日の前日までの原因によるものは、乙の負担とする。

第１０条　乙の債務不履行により甲がこの契約を解除したときは、乙はすでに受領した金額に受領の日から返還の日まで１日１ドルにつき１００分の４セントの利息を加算し、ただちに甲に返還するものとする。

第１１条　この仮契約は後日議会の議決を得たときに有効とし、この仮契約をもつて本契約とする。




この契約を証するため、本書２通作成し、双方が記名押印して各自がその１通を所持する。




１９６８年１月２６日




甲　　那覇市

代表者市長　　西銘順治




乙　　那覇市字牧志町１丁目２８０番地

荒垣スミエ
















土地の表示
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議案第５号




議決内容の一部変更について




　次のとおり議決内容の一部を変更する。

１９６８年２月７日提出




那覇市長　　西銘順治







１　件名　　　　　　公営住宅建設用地取得議決の一部変更について

２　土地の表示　　　那覇市首里石嶺町２丁目１２１番ほか９筆

（別紙のとおり）

３　変更する事項

(1)　取得地積



	既定地積

３８，０３０．４９平方メートル

（１１，５２４．３９坪）

	変更する地積

３９，７８７．８４平方メートル

（１２，０５６．９２坪）





(2)　取得金額



	既定金額

＄３７８，５５５ドル８７セント

	変更する金額

＄３９６，１２９ドル３６セント





４　取得先　　　　　那覇市上之蔵町１丁目６７番地

比嘉勇輝ほか５名




（提案理由）

　本件は実測の結果丈量増に伴ない取得地積および取得金額に変更が生じたため承認された議決内容の一部を変更する必要があるので、この案を提出する。




取得用地の内訳




那覇市首里石嶺町２丁目１２１番ほか９筆
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議案第６号




議決内容に一部変更について




　次のとおり議決内容の一部を変更する。




１９６８年２月７日提出




那覇市長　　西銘順治




１　件名　　　　　公営住宅建設用地土地売買契約議決の一部変更について

２　変更する事項

(1)　土地の表示

[image: 画像]

(2)　契約金額



	既定金額

＄２６９，９８５ドル８７セント

	変更する金額

＄２８７，５５９ドル３６セント








５　契約の相手方　那覇市上之蔵町１丁目６７番地

比嘉勇輝

６　契約の方法　　　随意契約













（提案理由）

　本件は実測の結果丈量増に伴ない取得地積および契約金額に変更が生じたため、承認された議決内容の一部を変更する必要があるので、この案を提出する。









報告第１号

専決処分の報告について

　市町村自治法第１１５条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので同条第２項の規定により報告する。




１９６８年２月７日提出




那覇市長　　西銘順治







専決処分書

　市町村自治法第１１５条第１項の規定により１９６７年９月３０日議会の議決により指定された市町村自治法第３６条第１項第１０号に定める訴訟の応訴について次のとおり専決処分する。




１９６８年１月２４日




那覇市長　　西銘順治




　次の訴訟事件に応訴する。




原告　　　　又吉真豊

被告　　　　那覇市

事件名　　　那覇地方裁判所１９６７年（行）第７号行政処分無効確認請求事件

訴状　　　　別紙写しのとおり

応訴内容　　請求の趣旨に対し請求棄却

訴状

那覇市与儀３２３番地

原告　　　又吉真豊

那覇市松下町１丁目３６番地

　　　アサヒ靴ビル２階

上訴訟代理人

弁護士　　小堀啓介

那覇市下泉町２丁目１０番地

被告　　　那覇市長

　　　　　西銘順治







土地所有権認定無効並に土地所有権確認請求事件

訴訟物の価額　　　　金壱百弗也

貼用印紙額　　　　　金　壱弗也







請求の趣旨

１．真和志市長が１９５５年９月１７日那覇市字与儀西原５５１番地壱万六千五百六坪の内別紙図面記載の(イ)(ロ)(ハ)(ニ)(ホ)(ヘ)(ト)(チ)(リ)及び(イ)の各点内を結んだ線内の土地七百壱拾参坪参合八勺について沖縄県を所有者とした認定は無効である。

２．別紙図面記載の(イ)(ロ)(ハ)(ニ)(ホ)(ヘ)(ト)(チ)(リ)及び(イ)の各点をを結んだ線内の七百壱拾参坪参合八勺の土地は、原告の所有であることを確認する。

３．訴訟費用は被告の負担とする。

との判決を求める。

請求の原因

１．別紙図面記載の(イ)(ロ)(ハ)(ニ)(ホ)(ヘ)(ト)(チ)(リ)及び(イ)の各点を結んだ線内の土地（以下単に本件土地という。）は元原告の父訴外亡又吉真光の所有であつたが、１９４７年５月２０日同訴外人の死亡により原告が家督を相続し、所有権を取得した。

２．被告は、本件土地につき、１９５５年９月１７日原告及び隣接地主の立会も無いまま、所有者を沖縄県と認定した。

上行政行為は無効である。

３．よつて原告は真和志市が那覇市と合併されたので、被告に対し請求趣旨記載のとおり

(1)　本件土地につき真和志市長が沖縄県を所有者とした認定の無効を求め。

(2)　原告の所有であることを確認することを求め。

本訴請求に及ぶ次第である。




証拠方法

１．甲第１号証の１（戸籍謄本）及び２（除籍抄本）各１通を以て原告が父又吉真光の家督を相続した事実を。

２．甲第２号証（土地台帳謄本）

を以て本件土地が土地台帳に沖縄県の名義で記載されている事実を。

各々立証し、その余は口頭弁論の際必要に応じて立証する。




添付書類

１．甲号証　　　　　　　　　　　　　　　　　３通

１．訴訟代理委任状　　　　　　　　　　　　　１通

上訴を提出する。
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上原告訴訟代理人

弁護士　　小堀啓介

中央巡回裁判所
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第９９回那覇市議会（臨時会）処理結果




	１９６８年２月７日　
	（午前１０時４９分　開会）

	（午後　２時２２分　閉会）







１．本会議




本日の会議事件並びにその結果下記のとおり
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	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	68

	2

	7
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	議長

	28番議員
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	会期を定めることについて

	〃

	１日間
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	那覇市事務分掌条例の一部を改正する条例制定について

	市長

	可決
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	財産の取得について
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	〃
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	土地売買契約について

	〃
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	土地売買契約について

	〃

	〃
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	議決内容の一部変更について

	〃

	可決




	


	


	


	6

	議決内容の一部変更について

	〃

	同意
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	専決処分の報告について

	〃

	報告
















第99回那覇市議会会議録







臨時会







２月７日（水曜日）





１９６８年第９９回那覇市議会会議録（臨時会）

○２月７日（招集日）

	（午前１０時４９分　開会）

	（午後　２時２２分　閉会）






○出席議員（２９名）


	　１番
	安見福寿君
	１７番
	金城吾郎君


	　２番
	椿秀義君
	１８番
	大山盛幸君


	　３番
	大浜長弘君
	１９番
	又吉久正君


	　４番
	喜捨場盛一君
	２０番
	赤嶺慎英君


	　５番
	山川正平君
	２１番
	金城重正君


	　６番
	儀間真祥君
	２２番
	赤嶺保三郎君


	　７番
	瀬長フミ君
	２３番
	喜久山朝重君


	　８番
	黒潮隆君
	２４番
	平良真次郎君


	１０番
	吉浜朝一君
	２５番
	高良一君


	１１番
	真栄城嘉園君
	２６番
	比嘉佑直君


	１２番
	金城庄瑞君
	２７番
	比嘉朝四郎君


	１３番
	仲宗根昌弘君
	２８番
	平良亀助君


	１４番
	宮良永昌君
	２９番
	辺野喜英興君


	１５番
	久高友敏君
	３０番
	渡口麗秀君


	１６番
	仲本安一君







○欠席議員（１名）





	　９番
	友利栄吉君
	

	








～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　説明員


	市長
	西銘順治君


	第一助役
	古堅宗徳君


	第二助役
	新垣義徳君


	市長公室長
	城田清才君


	総務部長
	新里博一君


	財政部長
	当間重美君


	経済民生部長
	慶佐次盛宏君


	建設部長
	花城直政君


	土木部長
	金城秀仁君


	消防長
	宮平栄治君


	水道局長
	玉城定仁君


	秘書課長
	大浜用陽君


	企画課長
	上原繁栄君


	行政監察課長
	金城勇君


	総務課長
	篠原英一君


	主計課長
	平山登君


	庶務課長
	宜野座朝恭君


	住宅課長
	佐久本政裕君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○　事務局出席者


	事務局長
	義永栄善君


	庶務課長
	玉城三郎君


	議事課長
	新垣襄二君


	調査係長
	亀島美一君


	議事係長
	永山盛宏君


	　
	　


	記録係長
	山城正信君


	記録係
	徳村政保君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






１９６８年第９９回那覇市議会臨時会議事日程第１号

１９６８年２月７日（水）午前１０時開議




第１　　　会議録署名議員の指名について

第２　　　会期を定めることについて

第３　　　那覇市事務分掌条例の一部を改正する条例制定について

（市長提出議案第１号）

第４　　　財産の取得について

（市長提出議案第２号）

第５　　　土地売買契約について

（市長提出議案第３号）

第６　　　土地売買契約について

（市長提出議案第４号）

第７　　　議決内容の一部変更について

（市長提出議案第５号）

第８　　　議決内容の一部変更について

（市長提出議案第６号）

第９　　　専決処分の報告について

（市長提出報告第１号）

第１０　　那覇市選挙管理委員会委員および同補充員の選挙

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○会議に付した事件

（議事日程に同じ）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～





○議長（高良　一君）

　これより、本日の会議を開きます。

本日の日程は、お手元に配布してある議事日程第１号のとおりであります。諸般の報告をいたします。

２月３日付、那総総第６２５号「議案の送付について」および那総総第６２７号「議案の説明者について」市長から文書が送付されておりました。写は、それぞれお手許に配布してあります。

１９６７年１２月２１日付、那監第４８号「１９６８年度１１月分の公営企業水道特別会計例月出納検査の結果報告」、１９６７年１２月２６日付、那監第５１号「１９６８年度１１月分一般会計および区画整理事業特別会計、下水道事業特別会計の例月出納検査報告」、１９６８年１月２５日付、那監第２号「１９６８年度１２月分の公営企業水道事業会計例月出納検査および臨時出納検査の結果報告」、１９６８年１月３０日付、那監第３号「１９６８年度１２月分の一般会計および特別会計例月出納検査ならびに臨時出納検査の結果報告」以上４件の報告書が那覇市監査委員中山興忠ほか３名から提出されておりました。写しは、お手許に配布してあります。

「沖縄の祖国復帰に関する要請決議について」、長野県更埴市議会議長西沢鉄雄、網走市議会議長林幸夫、島根県江津市議会議長河野勲、千葉県八日市場市議会議長岩井　厖、以上４市議長から決議した旨、それぞれ文書が送付されておりましたので、報告いたします。






○議長（高良　一君）

　日程第１、「会議録署名議員の指名について」を議題といたします。

本日の会議録署名議員は、会議規則第１１６条の規定により、議長において、平良亀助、辺野喜英興君を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　日程第２、「会期を定めることについて」を議題といたします。

第９９回議会の会期日程については、２月３日の議会運営委員会に諮り、了承の上、その案をお手許に配布してあります。

　おはかりいたします。

今期臨時会の会期は、お手許の案のとおり２月７日、１日間といたしたいと思います。

　これに御異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）



○議長（高良　一君）

　御異議なしと認めます。

よつて、会期は、２月７日、１日間と定めることに決定いたしました。




○議長（高良　一君）

　日程第３、「那覇市事務分掌条例の一部を改正する条例制定について」、市長提出議案第１号を議題といたし、当局の説明を求めます。






○総務部長（新里　博一君）

　議案第１号、提案理由を御説明申しあげます。

本案は、那覇市事務分掌条例の一部を改正するものであります。その内容は、今度安謝埋立事業と平行して港湾建設が具体化しており、いよいよ着手の段階にきておりますので現行事務分掌条例に「港湾建設に関すること」を挿入し土木部の所管とすることを明確にする必要がありましたので提案した次第であります。

なお、この事業はこれまでにない大規模なものであり、また特殊なものである点を考慮しこれを分掌する課相当の港湾建設事務所を新設することにしております。よろしく御審議下さいますようお願いいたします。








○建設部長（花城　直政君）

　議案第２号および議案第３号、議案第４号については関連いたしますので一括してご説明申し上げます。

まず最初に石嶺公営住宅の建設計画について、その概要を申し上げ次に本議案の提案理由をご説明したいと思います。

去つた議会におきましても建設計画について概略申し上げましたが、その後再検討した結果次のとおり計画の一部を変更したので、ご了承お願いしたいと思います。即ち計画用地の全面積が１０２，７６０平方メートル（３１，０８５坪）で、そのうち住宅敷地が８０，１８２平方メートル（２４，２５５坪）で全面積の７８％となつております。残り２２％２２，５７９平方メートル（６，８３０坪）が団地内の道路用地および共有部分用地の面積となつています。住宅敷地には、第１種住宅２４戸型２７棟６４８戸、３２戸型２棟６４戸、８戸型２棟１６戸、計３１棟７２８戸。

第２種住宅２４戸型１５棟３６０戸、３２戸型３棟９６戸、計１８棟４５６戸、合計いたしまして４９棟１１８４戸となつておりまして、これを１９６８年度に２６４戸、１９６９年度に３２８戸、１９７０年度に３３６戸、１９７１年度に２５６戸をそれぞれ建設する計画であります。

この計画を推進するため、１９６７年度から用地の買収交渉を進めて参りましたところ全建設用地の４０％２８，６７９平方メートル（１２,４３７．９２坪）は交渉がまとまり、すでに市有地となつており、さらに本議案であります那覇市首里石嶺町４丁目３３８番の１ほか１筆５,４５１．６０平方メートル（１，６５２坪）を５４，５１６ドル（坪単価３３ドル）で那覇市字大道３５番地の２岸本波留子、那覇市牧志町１丁目２８０番地荒垣スミエと１９６８年１月２６日に売買の仮契約をそれぞれ締結いたしましたので、本案を提出した次第であります。残りの事業用地につきましても工事に支障のない様確保していく所存であります。

　なお、用地の買収価格につきましては、１９６７年９月１４日の財産評価委員会の評価額を勘案いたしまして決定したものであります。以上概略ご説明申し上げました、よろしくご審議下さるようお願い申し上げます。

　議案第５号と議案第６号については関連いたしますので一括してご説明申し上げます。

去つた９月定例議会におきまして原案可決になりました公営住宅建設用地の取得および同用地の売買契約の締結について実測の結果５３２．５３坪の丈量増とこれに伴い１７，５７３ドル４９セントの増額になつたため取得坪数、取得金額および契約坪数、契約金額にそれぞれ変更が生じたのであります。

その内容を申し上げますと、那覇市首里石嶺町２丁目１２１番ほか９筆のうち６９番の１については隣接地との境界の一部変更によつて１１坪の丈量増となつたため専決処分をし、去つた１２月定例議会においてその承認を得たのでありますが、１２１番ほか６筆についてはその後実測の結果により次のようにそれぞれ確定したのであります。

即ち、１２１番１，３７２坪から１，７２２坪で３５０坪の増。１２２番が７０４坪から７５９坪で５５坪の増。１２６番が１，２２０坪から１，３２４坪で１０４坪の増。１２７番が１，０８８坪から１、２３６坪で１４８坪の増。１３０番が３，０６０坪から３，１１６坪で５６坪の増。１３０番の１が２９２．３９坪から２７８．９２坪で１３．４７坪の減。１３１番が４４５坪から２７８坪で１６７坪の減で差引合計５３２．５３坪の増となりその結果議決された取得総坪数が１１，５２４,３９坪１２，０５６．９２坪に、取得金額３７８，５５５ドル８７セントが３９６，１２９ドル３６セントと、さらに契約した総坪数も８，１８１．３９坪から８，７１３．９２坪に増量したため契約金額　２６９，９８５ドル８７セントが２８７，５５９，３６セントとなり１７，５７３．４９セントの増額となつたため議決内容の一部変更を伴うものでありますので、本案を提出した次第であります。

以上概略ご説明申し上げました。よろしくご審議下さるようお願い申し上げます。






○総務部長（新里　博一君）

　報告第１号専決処分についてご説明申し上げます。訴訟事件の応訴につきましては昨年９月３０日の議会の議決により指定されましたので、お手許に差し上げてあります専決処分書のとおり専決処分いたしましたのでご報告申し上げます。

なお、訴訟内容につきましては、報告書添付の訴状のとおりでありますが請求の趣旨に対しては棄却の抗弁をしたいと思います。

当事件につきまして那覇市は顧問弁護士新垣正安を訴訟代理人と定めまして一切の訴訟行為を一任しましたのでご報告申し上げます。




○議長（高良　一君）

　議案研究のため休憩します。

	（午前１１時０３分　休憩）

	（午後　１時０５分　再開）




○議長（高良　一君）

　午前に引き続き会議を開きます。



○儀間　真祥君

　本員は緊急質問を申し上げたいと思います。その質問の理由を申し上げまして、各議員の賛同を得たいと思います。現在那覇市一体のところどころで特に安謝地区の埋立地内と接触する部分、１号線から海岸沿の部分の地域の井戸水が現在涸れておるわけです。私が調査したところによりますと、１００余りある井戸のうちで実際涸れて使えないのが１４，５個あります。ほとんどが水が減つてツルベが落ちない、あるいはポンプのパイプが水についていないというふうなのが現状であります。

その原因を調べて見ますと、ちようど安謝の地域と、それから天久の１２０２番の付近に下水道のヒユーム管を埋めておるようです。それからその下に現在下水道の取水して、そこから圧力を加えるためにポンプ場をつくつております。そのところでは１００坪ぐらいの地積を地下１０メートル掘り下げてあるわけです。そのため安謝地区の水が全部集中するために水がなくなつておるというふうな現状であります。

これは何かというと、私たちがその事実をつかまえたのはちようど旧正月にこのポンプ場の工事が３日ぐらい休んでおつたわけです、その間は井戸の水はあつたわけですが、工事が４日目から始めたころには水がなくなつておるというような現状であります。だからこの点について私は市民の生活と直接結びつくもんですから、その点について質問をいたしたいと思いますので議会の承認を得たいと思います。

（「賛成」という者あり）






○議長（高良　一君）

　ただいまの井戸の渇水対策についての緊急質問の動議は成立しております。おはかりいたします。ただいまの６番議員の緊急質問に対し御賛成の方御起立を求めます。

起立少数であります。よつて本動議は否決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　日程第３、議案第１号、那覇市事務分掌条例の一部を改正する条例制定についてを議題として質疑に入ります。



○又吉　久正君

　条例の一部改正で港湾の建設に関する改正でございますが、長年の懸案でありました新港安謝地先の港がいよいよ本格的に建設されるというお話であり、また新聞紙上にも出ておりますが、これは非常にけつこうなことだと思います。

そこでこういう大きな港をつくるには相当の大金がかかるというように聞いております。つまり１８００万ドル以上の建築資金がかかるということでありますが、この資金の目途についてはどうなつているか、それが第１点。

さらに港湾の建設並びに維持運営、そういつたのは政府との調整がついておるどうか、この２点について御答弁をお願いしたいと思います。






○総務部長（新里　博一君）

　資金の目途につきましてでございますが、これについては市長から日本政府のほうに折衝いたしまして、７２年に完成できるような仕組みになつておりまして、すでに今年度の日本政府の援助の中にこれが入つておりますので継続して当然、この資金は日本政府から支出するもんだと考えております。それから港湾の管理につきましては１月２２日付で主席から市長のほうに港湾管理につきましては那覇市に決定したというような文書がまいつております。




○又吉　久忠君

　ただいまの御答弁によりまして港湾建設費が日政援助で目途もついているということでございますが、その援助額がだいたい何％に当たるか、あるいは港湾の資金が１８００万ドル以上もかかるということが言われておりますはたしてどういう計画であるのかどのぐらいの資金の目途がついておるか、どういつた点具体的に御説明をお願いします。




○総務部長（新里　博一君）

　１８１１万８，０００ドルかかるということは間違いありません。今度の本土政府援助は７５％になつておりまして、あとの２５％は琉球側が負担するということになつております。



○黒潮　隆君

　新しい那覇港の建設につきましては、その資金は日政援助を７５％が目途がつけられていると、そして管理運営については那覇市がやるということでございますが、この日政援助に関連して日本政府からの条件がつけられておるかどうか、それについてお尋ねいたします。






○総務部長（新里　博一君）

　別に条件というのはございません。ただ向うから技術者がまいりまして、高度の技術を要しますので調査をして設計これこれについては日本政府の指導を受けるというだけでありまして別に条件はございません。




○黒潮　隆君

　管理運営についてどうすべきだというようなことが日本政府の条件はありませんか。




○総務部長（新里　博一君）

　これはありません。

○議長（高良　一君）

　質疑終結し討論に入ります。討論もないようでありますので採決に入ります。

日程第３、議案第１号、那覇市事務分掌条例の一部を改正する条例制定について採決に入ります。本案は原案どおり可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）






○議長（高良　一君）

　御異議なしと認めます。よつて本案は可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日程第４，５，６は関連しておりますので一括上程します。

　日程第４、議案第２号、財産の取得について、日程第５、議案第３号、土地売買契約について、日程第６、議案第４号、土地売買契約について、以上３件を一括議題として質疑に入ります。






○儀間　真祥君

　この財産の取得について現在提案になつておりますが、この財産の取得についての一応取得前の調査というものが、ちやんと条例にありますが、この取得をする前に事前に調査をなされたかどうか。それから調査したとすればここに担保が入つております。これはどういう工合のものかこれを御説明を願います。






○建設部長（花城　直政君）

　６番議員の御質問にお答えいたします。この土地の中で岸本波留子さん、これは４丁目３３８番の１でございますけれども、１，０００坪の中に担保が入つております。これは琉球生命保険相互会社、これに約８，０００ドルの担保が入つております。これは契約によつて、これを全部抹消してから金は払う、登記するんだということになつております。

それからもう一人の荒垣スミエさん、この方も中央相互銀行に担保に入つておりまして、これは３３８番の２、６５２坪でございますけれども、これにも同じく８，０００ドルの担保に入つております。これも同様に全部抹消してから出すということに契約されております。




○儀間　真祥君

　きよう現在に至るまでこの担保は抹消されておらない、もちろん説明があつたように８，０００ドルの担保が両方に入つております。これはいつまでにこの担保に入つておるのを抹消するのか、この点について御説明を願います。




○建設部長（花城　直政君）

　お答えいたします。これは契約書の第５条に書いてあります。「乙は、この土地に先取特権、質権、抵当権等の担保物件が設定されているときは、これらの権利を引渡しの日の前日までに消滅させるものとする。」というふうに謳つてあります。




○儀間　真祥君

　これは第５条の中にありますが、この場合にこの土地の場所ですね、ここを私見てみますと高くなつている敷きならす必要があり整地するわけですがその整地する場合に出る土をどこにもつていくか、この点について御説明を願います。




○建設部長（花城　直政君）

　お答えいたします。整地工事で出る残土は安謝の埋立地、そこにもつていつてもいいということにしてあります。残土処理の……どこにもつていつてもいいということにしてあります。




○儀間　真祥君

　この土地とおそらく関連があると思いますが、購入する土地の下のほう、つまり那覇側のほうここの土地が今建築中止されております。琉球信託会社ですか、そこが住宅の建築するというなんでおそらくやつたと思いますが、その場合に現在建築中止されておるようですが、これはどうういう意味で中止になつたのか。この点について説明を願います。




○建設部長（花城　直政君）

　お答えします。これは１２月の議会に提案いたしまして保証金をやつて解決しておるということで提案して認められたことであります。すでに地主としては承諾の上で保証金も払つてあります。そしてこの土地を公営住宅の敷地として譲ずるということはちやんと承諾を取つておるのでございます。






○金城　吾郎君

　昨年の９月の議会で提案された取得議案に関連するわけなんですが、本員は公営住宅建設用地の確保について将来の見通しをその際にも伺いました。

全体の１３％、あるいは３０％足らずの用地を取得した場合、隣接地主との問題がいろいろ出てくるんじやないか、価格の点で当然ここで問題になるというふうに質問をいたしましたけれども、この議案を見ておりますと価格は去年の９月の評価委員会の価格とかわらない、こういう点については理解いたしております。

この計画用地全部を、いわゆる１０万２，７００平方メートルですか、先ほどの説明によると７１年までの１１８４戸を建設するというような計画のようですが、全用地を取得する見通しはどうなつておるか、この点について御答弁を願います。






○建設部長（花城　直政君）

　１７番議員の御質問にお答えいたします。前の議会で議決をいたしまして購入したもの、その後購入したものをあげますというと、石嶺には１３筆購入されておりまして面積は１万４，０８９坪９合２勺というふうになつておりまして、金額は４６万２，２６５ドル８６セント、執行率は全体の４２％になつております。

それから残りのものはあと２４筆残つておりまして、これは６８年度以降買収するということであります。これは３月の定例議会にまた提案いたしまして購入する計画であります。６９年度でその団地へ通ずる道路、これを購入する計画でございます。だから６９年度までには全部の用地、それから団地に通ずる道路の用地まで購入する計画であります。






○黒潮　隆君

　那覇市が広大な住宅建設用地を取得するということが当初予算会議で打ち出されたときに、一体場所はどこであるのか、どこを購入しようとしておるのかということを１９番議員からだつたと記憶しておりますが、しかし当局はその場所を明らかにした場合には、那覇市が公営住宅、あるいは那覇市が事業をするために土地を取得しようとしている場所が一般の市民に知れてしまつたら価格がうんとはね上がる、従つてその場所については言えないと、那覇市がそういうふうな折衝を進め購入できる段階にきたとき、取得の議案を出す、あるいは契約の議案を出すその時に審議してもらいたいというようなことが市当局からるる説明され、委員会の審議の中でもそういうことが問題になつて、とうとう委員会の審議の中ではだいたいどこら辺かというのが議員でもわかるようになつていましたが、ところが実際に９月議会で大名町と石嶺町の公営住宅用地を取得したときに、そこに那覇市の公営住宅が大量につくられるんだ、引き続き那覇市は周辺の土地を購入しようとしておるということが公然となつたわけです。

しかしながらこの場所については今回の２月臨時会に提案されておる場所と同じ場所なんですね、ところがその知れてしまつたらその次に購入したらうんと地価がはね上つてしまうということを言われながら、だいたい同じ値段で購入することができるわけですね、それがなぜ市が説明しておるのと違うのか、私は高く買いなさいという意味ではない、皆んなに知れてしまつたらうんと地価がはね上がるということを議会で説明した市当局のとは違つておる、市当局の言つていたのとなぜ違つたのかという点ですね、それが第１点であります。

それからこの議案に出ている岸本さん、あるいは荒垣さんですね、この人々の土地であつたのかですね、つまり他の地主から購入して市に売るのかというのが２点です。

それから第３点目がこの契約の内容でございますが、９月議会で取得した土地については契約の第１条の２項のほうで両方が、乙と甲が立ち会いのもとで実測をすると、やはり実際の坪数で金を払うわけですね、そこで誤謬訂正など費用のかかることが出た場合は乙が負担するということになつておりますが、今度購入しようとしておる土地についてはそういうことが謳われていない、従つて実際に那覇市が契約しようとしておる坪数に足らなかつた場合は、那覇市が損をするのか、あるいはそれよりも多かつた場合は那覇市は得をするのか。その後に誤謬訂正が生じた場合………、たとえば議決内容の一部変更が何回かにわたつて出てきておるので、そういうことはあり得ると本員は考えるわけです。それがなぜ今回の場合は謳われていないのか、その３点についてお尋ねしたいと思います。






○建設部長（花城　直政君）

　８番議員の御質問にお答えします。当初議会で説明したことと、現在とは喰い違いがあるんじやないか、値段は高くなるから場所は発表しないということであつたが同じ値段じやないかというようなことでありますが、なるべく安く買つたほうがいいんじやないかということでありますが、だからこれは今まで地主と話し合いをしておる人のものを購入しておるわけですから、今度全然話し合いがなされておらんものついては高くなるはずです。ところがこの地主は前々から話し合いしている人のものを購入していますので、今度、前々から話し合いされてないものについて新しくやる場合には高くなります。ところが、この地主は前々から話し合いされておりますし、ようやく締結されたので今度出すわけでございます。だから値段は前のと同じでございます。なるべく早く買つたほうがよろしゆうございますから。それから２番目の前の契約においては土地の再測をして増減によつて清算をするという項目があつたのになぜ今度はないのかということでございますが、すでに測量され誤謬訂正されておりその土地は確認されておりますので今度の契約はそのようなことはいらないわけでございます。




○黒潮　隆君

　２番目がまだ答弁されておりません。




○建設部長（花城　直政君）

　前の地主はどなたかわかりませんが６６年の８月に買われているようでございます。




○黒潮　隆君

　なるべく安く買つたほうがいいし私もそのとおりだと思います。ところが市が繰り返えし説明しておりますのは、市民に知れてしまうと値段がはね上がるから、今度取得しようとする土地については前から話しておりますのでそのようなことはない。しかし今度買おうとする場合には上がるかもしれないということでございますが、そうなると市がそういう広大な坪数を取得しようというときに、実際に９月会議で購入しようとしたのは一部であつたわけでございます。そうなると残された坪数を取得する場合に相当の期間がかかり、これがうんとはね上がる場合には相当高く買わされます。そういうことになると、一部しか買えないということは、政治力の足りなさによつて非常に高い残りの土地を買わされるということになる。そこで、取得しようという場合に一部ずつ何回かに分けて買おうということは、地価のはね上がりを心配する市当局の説明からするとおかしいんじやないかと思いますが、その点についてはどのように考えておられるか。

次に、前の地主ではないということでございますが、その頃から知つていてそこをどいういう人たちが取得していたのか、あるいは自分で使用しようとして取得されたのか、お二人とも土地のあつ旋業者であるのかそこをお尋ねしたいと思います。




○建設部長（花城　直政君）

　土地はあの当時ずつと前から話し合いされておりますので、その値段で継続的にやつておりますので買えるわけでございます。これから新しく話しを始める分についてはいくらか値上りを見なくちやならないと思います。しかし財産評価委員会であの土地はそういう値段が適当とされておりますので、その範囲内でわれわれは話を進めていきたいと思います。

２番目の前の地主は何のために買つたかということでございますが、それについてはわれわれは何も知らなくてもいいと思います。聞くところによりますとブローカーではなく自分が使用するということで買つたそうでございます。




○黒潮　隆君

　はつきり理解できませんが、前から話している地主の場合には財産評価委員会で評価したとおり現在出されている値段で買えるということだが、新しく話し合いを進める地主からはこのようには買えないかもしれないという説明ですが、那覇市が取得しようという坪数は何万坪ですね。そうすると、ほかは話し合いはないということになりますが、９月議会ではほかの土地の場合は話し合つたが買えなかつたという説明があつたと記憶しております。

私の記憶違いであるかどうか。すると、これだけ一度に買わないと分割して買う場合に、残されたものははね上がつて市が損するわけですが、おかしいんじやないですかな。






○第二助役（新垣　義徳君）

　お答えします。従来の経験からしまして、もちろん計画はもつておりますが、一ぺんに買えれば結構なことでございます。従来考えますというと、一ぺんにまとめて買えたというのはそうざらにはありません。資金量の問題もありますし、また地主との話し合いの問題もありますし、希望といたしましては一ぺんに買いたいんですが、買えない事情もございます。相手のあることですからそういう事情がありますが、つとめて一ぺんに買おうと努力しております。




○黒潮　隆君

　なる程何十万坪、あるいは相当の坪数になると予算の関係で一ぺんに買えないかもしれません。那覇市が９月議会で購入したところは真ん中に残つていましたね。買えない土地が。

市が購入した区域の中に残つておりました。相手は売らないと。そういうことからすると、もしそこを話し合つてなかつたとすれば問題になるんじやないかと思います。

以前はそこを買おうとしたが折り合いがつかなかつたのでそこだけ買わなかつた。あるいはコンポスト工場を作つた場合でも真ん中を残して、あとで購入したというふうな経験があるわけでございます。

そういうふうな買い方をすれば市がいつていたように〝市民に知れたら地価が上がつてまずいので議会でも説明しない〟という考え方からすると実際購入しようとする場合、たとえばそこで１０万坪を取得したいというふうな計画を市が持つとしますね。ところが今年はどうしても２万坪しか買う力がないとした場合、いきなりそこを１０万坪市が購入予定するということになると、〝アハア市が全部買うんだなあ〟ということで地価が上がる。議会では何万坪買いたいと説明したが場所はいわない。９月議会では一部しか買えない。場所はいえないにしても何万坪確保したいという説明がなされ、そこを一部しか買えない場合、残つてる分をまた市が取得するということは、みずからその場所を暴露し市民に知れてしまうということになりおかしいんじやないかと思いますがその点についてはどうですか。




○第二助役（荒垣　義徳君）

　白紙の状態でゆくのと、知らしめる場合とでは行き方が違うと思います。買わない前からＡ地点を買うということになれば白紙の状態よりもむつかしいと思います。

そういう意味で、議会のほうにも説明を避けさせていただきたいというのはこのことでございます。計画はしておりますが相手がどうしても売らないとなれば買うわけにはいきません。それで難航してあるいは最後には買えなくなるかもしれません。その点の技術はむずかしいだとうと思います。

（「進行」というものあり）




○議長（高良　一君）

　質疑終結して討論に入ります。

（「討論なし」というものあり）




○議長（高良　一君）

　討論なしと認め採決に入ります。日程第４、議案第２号、財産の取得について原案を可決することに御賛成の方の御起立を求めます。






○議長（高良　一君）

　賛成多数であります。よつて本案については可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　日程第５、議案第３号、土地売買契約について原案に同意することに御賛成の方の御起立を求めます。




○議長（高良　一君）

　賛成多数であります。よつて本案については同意されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　日程第６、議案第４号、土地売買契約について原案に同意することに御賛成の方の御起立を求めます。




○議長（高良　一君）

　賛成多数であります。よつて本案については同意されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日程第７、議案第５号、議決内容の一部変更についてを議題として質疑に入ります。






○金城　吾郎君

　議案第５号については契約当時より５３２ドル余りの増になつていますが契約する台帳面よりも坪数が多くなつたということを知つての上での値段の取り決めであるのかどうか。さらにどういう理由で坪数が多くなつたのか、その点をお尋ねしたいと思います。






○建設部長（花城　直政君）

　１２番議員の御質問にお答えいたします。これは土地台帳と最近行われております臨時土地調査部でやつております一筆測量でその調査の結果に差があるわけでございます。だから予算上としては当然誤謬訂正されるであろう面積によつて予算はとつてありまして、そして契約は実際に土地台帳が誤謬訂正の結果増があれば増の分だけ精算をするという契約をしたわけでございます。






○金城　庄瑞君

　それはその当時から坪単価の３３ドルというのは多くなつても３３ドルという線で契約されたわけでございますね。






○建設部長（花城　直政君）

　ハイ。…………






○久高　友敏君

　お尋ねいたします。９月定例議会において可決されたわけでございますが今回さらに実測の結果、これだけ坪数が増えたという説明でありますが、この契約条項からいたしますと１９６７年１０月３１日までにこの土地は甲に引き渡さなければならないというのがあります。この３１日までに市当局は完全に引き取つたかどうか、これをお尋ねいたします。さらに実測は恐らく那覇市当局がやつたと思いますが、あるいは司法書士、測量士に委託することも可能だがこれについての経過はどういうふうになつてるか、市当局がみずから再測量したのか、それとも測量士に委託してやらせたのかこの点についてお尋ねいたします。






○建設部長（花城　直政君）

　１５番議員にお答えいたします。これは去年の１０月２日に那覇市有地として登記されております。２番目の測量の費用は契約によつて乙の負担ということであります。




○久高　友敏君

　本員が聞いているのは当局みずからやつたのかどうかということです。あるいは誤謬訂正もあると思いますが、今まで確認された坪数は恐らくこの議案によつて誤謬訂正の申請がなされるわけでございます。このような手続きは当局がやつたのか、それとも司法書士にやらせたのか。




○建設部長（花城　直政君）

　那覇市がやつたんではなくて乙のほうがやつております。




○久高　友敏君

　本員が調べた範囲では那覇市当局が誤謬修正を申請しているような結果になつております。さらに去年の１０月２日に那覇市に完全に引き取られているとすれば、今後の丈量増でありますが、その分は確定した日から３０日に以内に那覇市が支払わなければならないがそういう点はどうなつていますか。条文からすると３０日以内に支払わなければならないということだと思いますがその件についてお伺いした。




○建設部長（花城　直政君）

　これは所有者が那覇市の土地になつておりますので結局市長の名義でしかできないわけでございます。そういう手続きをとつております。費用は一切乙の負担になり、手続きはこちらの方。それから誤謬訂正の手続きをしましても役所の都合によりましてすぐはできないわけでございます。担当時日を要しましたので時日がかかつたわけでございます。




○久高　友敏君

　相当の日にちを要したという説明がありますが、しかしこの契約条項からいたしますと那覇市が１０月２日に引き取つたとすればそれ以降３０日以内にすべて完了すべきであるが何も意味をなさないんじやないか。去年の１０月２日に那覇市の所有になつている。それを今日まで３カ月以上も経過しておるが、なぜこのような長い期間を要したかをお尋ねいたします。




○建設部長（花城　直政君）

　契約の３条２項で丈量増の場合は確定の日から３０日以内となつておりますが、これは確定の測量の結果じやございません。向こうの土地台帳が誤謬訂正の手続きが確定されなければいけないわけでございます。これは何も無効じやないわけでございます。




○久高　友敏君

　当局ははつきり呑み込んでいないんじやないかと思います。つまり当初の計画は１１，０００坪余りであります。この１１，０００坪以上の確定は去つた５日であると私はみております。というのは那覇市が登記所に行つてこの更正を確認したのが１９６８年２月５日になつております。これからすると、２月５日から３０日以内という見解をとつております。そうすると去年の１０月２日には那覇市の所有になつている。それから増量の分がその後３カ月余り経過した。この議決内容の一部変更によつて新しくこれだけ増えるという説明でありますが、その乙の負担はいくらであるのか。これをもう１回御説明願いたいと思います。




○建設部長（花城　直政君）

　お答えします。測量の費用は向こうがやつておりますのでわれわれはわかりません。立合いは所有地の境界を立ち合えばいいわけでございますから金額の問題は別の問題であります。




○議長（高良　一君）

　質疑終結し討論に入ります。

（「討論なし」というものあり）




○議長（高良　一君）

　討論なしと認め採決に入ります。日程第７、議案第５号、議決内容の一部変更については原案を可決することに御賛成の方の御起立を求めます。






○議長（高良　一君）

　賛成多数であります。よつて本案については可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日程第８、議案第６号、議決内容の一部変更について質疑に入ります。

（「質疑討論なし」というものあり）




○議長（高良　一君）

　質疑討論なしと認め採決に入ります。本案については同意することに御賛成の方の御起立を求めます。






○議長（高良　一君）

　賛成多数であります。よつて本案については同意されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　日程第９、報告第１号　専決処分の報告については報告ずみでありますので御了承願います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日程第１０、これより「那覇市選挙管理委員会委員および同補充員の選挙」を行います。

まず、委員の選挙を行います。議場の閉鎖を命じます。

（議場閉鎖）

○議長（高良　一君）

　ただいまの出席議員数は２９人であります。




○議長（高良　一君）

　おはかりいたします。

会議規則第３０条第２項の規定により、立会人に大浜長弘君及び久高友敏君を指名いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）




○議長（高良　一君）

　御異議なしと認めます。よつて立会人に大浜長弘君および久高友敏君を指名いたします。




○議長（高良　一君）

　投票用紙を配布いたさせます。

（投票用紙配布）

○議長（高良　一君）

　投票用紙の配布漏れはありませんか。

（「なし」というものあり）

○議長（高良　一君）

　配布漏れなしと認めます。




○議長（高良　一君）

　投票箱を改めさせます。

（投票箱点検）

○議長（高良　一君）

　異状なしと認めます。

念のため申し上げます。投票は、連記無記名であります。投票用紙に被選挙人の氏名を記載の上、点呼に応じて順次投票願います。点呼を命じます。

（職員氏名点呼、投票）




○議長（高良　一君）

　投票漏れはありませんか。

（「なし」というものあり）




○議長（高良　一君）

　投票漏れなしと認めます。




○議長（高良　一君）

　投票を終了いたします。




○議長（高良　一君）

　開票を行ないます。




○議長（高良　一君）

　大浜長弘君久高友敏君お二人立ち会いを願います。

　（開票）

○議長（高良　一君）

　選挙の結果を報告いたします。

投票総数２９票。有効投票２９票。無効投票なし。有効投票中、宮里政林君２９票、赤嶺正一君２９票、泉水朝吉君２８票、久場景善君２８票、玉城幸治君２０票、前原実君１０票、以上のとおりであります。よつて宮里政林君、赤嶺正一君、泉水朝吉君、久場景善君、玉城幸治君の以上５人が那覇市選挙管理委員会委員に当選されました。




○議長（高良　一君）

　引き続き「那覇市選挙管理委員会補充員の選挙」を行います。

おはかりいたします。同補充員の定数は５人でありますが、今回、推せんされておりますのも定数いつぱいの５人であります。よつて選挙の方法は、市町村自治法第５８条第２項の規定により、氏名推選によりたいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）




○議長（高良　一君）

　御異議なしと認めます。

よつて、選挙の方法は、指名推選によることに決定いたしました。




○議長（高良　一君）

　おはかりいたします。指名の方法については、議長において指名することにいたしたいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）




○議長（高良　一君）

　御異議なしと認めます。よつて、議長において指名することに決定いたしました。なお、補充員の選挙については、改正市町村議会議員及市町村長選挙法第７条第３項Ｂ号の規定との関連もあり、その順序も併せて決定したいと思います。




○議長（高良　一君）

　那覇市選挙管理委員会補充員に、前原実君、内間安秀君、具志幸健君、嘉数亀三君、許田世輝君を指名いたします。




○議長（高良　一君）

　おはかりいたします。

ただいま議長において指名いたしました順にしたかつて、前原実君、内間安秀君、具志幸健君、嘉数亀三君、許田世輝君を那覇市選挙管理委員会補充員の当選人と定めることに御異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）






○議長（高良　一君）

　御異議なしと認めます。よつて、ただいま指名いたしました順に、前原実君、内間安秀君、具志幸健君、嘉数亀三君、許田世輝君が那覇市選挙管理委員会補充員に当選されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（高良　一君）

　以上をもちまして全部終了いたしました。第９９回臨時会を閉会いたします。



（午後２時２２分閉会）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




上会議録を調整し署名する。




１９６８年２月７日




議長　　　　高良一　　　　㊞




署名議員　　平良亀助　　　㊞




署名議員　　辺野喜英興　　㊞
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